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     「改善」と「７分間の奇跡」   校長 境 田  聡 

 

「改善」（Kaizen）という言葉が、世界的につかわれていることを知っていますか。
意味は、物事を改めてよくしていくことです。「改善」という言葉がなぜ世界でつかわ

れているのかと言うと、ある自動車会社が工場内で生産の効率を上げ品質をよくする

ためにすすめられた取り組みのことで、その会社は、この「改善」の成果で、世界で

トップクラスの自動車会社になったと言われています。しかし、「改善」をすすめるだ

けで大会社になるものではないようです。そこには、「改善」をすすめて、自分たちが

働きやすくよい製品をつくるろうとしている働く人々の力が大切だそうです。自分た

ちが働いている工場に誇りをもち、自身の生活もよくしようとする気持ちが大きく影

響していることは確かです。 
また、ハーバード大学（アメリカ）では、東京駅新幹線ホームで、折り返しの列車

が到着するたびに繰り広げられる「７分間の奇跡」といわれる車内清掃を取り上げた

授業が行われているそうです。おそろいのユニホームを着た清掃スタッフが、驚異的

な早さで車内清掃をする模様をさしています。７分間は、清掃開始から次の乗客が乗

り込みを始めるまでの時間です。清掃の仕事は、たいへん地味でよく３Ｋ（きつい、

きたない、きけん）といわれ、報われることが少ない仕事です。ハーバード大学では、

そのような多くの人が嫌う清掃の仕事をする人々が「なぜ生き生きと、誇らしくに働

くのか」について興味をもって研究をしているそうです。 
「改善」と「７分間の奇跡」に共通していることは、どのような仕事であっても、

そこで働く人々が意欲や生き甲斐を感じてやる仕事は、みんなの興味を引き、多くの

人に感動を与えてくれることです。 
１０月２８日（金）には、第２９回文化発表会が予定されています。毎年、生徒の

歌声は、生徒ばかりでなく、保護者や地域のみなさんに感動を与えてくれます。保護

者や地域のみなさんの期待に、光が丘第一中学校が一丸となって応えていきたいと思

います。そのためにも、「改善」と「７分間の奇跡」のお話を忘れないほしいと思いま

す。 
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光一中生の活躍 

練馬区陸上競技大会  
第 7位 ２年     君 

野球部 練馬区秋季大会 ３位  
      おめでとうございます  

３日 （月） 中間考査

４日 （火） 中間考査　小学生部活体験

５日 （水） 貧血検査（１年）

７日 （金） 視力再検査～１４（金）まで　　英語検定16～

８日 （土） 道徳授業公開講座

10日 （月） 体育の日

11日 （火） 合唱練習（始）

12日 （水） 専門・中央委員会

21日 (金) 安全指導日　ＰＴＡ運営員会　漢字検定　16～

26日 （水） 文化発表会リハーサル

27日 （木） 文化発表会準備（午後）

28日 （金） 文化発表会

10月の主な予定 
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９月の行事から 

 

 元ハンセン病患者の方に話を聞く会（２年） ９月１３日（火） 

 

 

 

 

 

おもてなし講演会 ９月２０日（火） 

 

 

 

 

 

 

区陸上競技大会 ９月２３日（金）     
 
 
 
 
 

生徒会役員選挙 ９月２９日（木） 

 
 
 
 

お願い 

 雨の降る天気の中、３名の生徒が本校を代表して区陸上競技会

に参加しました。その中で２年生の   君が予選を通過し決勝

に進みました。決勝は７位という結果でしたが、入賞することが

できました。応援ありがとうございました。 

元キャビンアテンデント（現筑波大客員教授）の江上いずみ

先生をお迎えして「グローバルマナーとおもてなしの心」とい

う題でお話いただきました。旅客機の国際線で多くの外国のお

客様に接しながら感じた日本人のもつおもてなしの心につい

て、人との接し方やマナーを教えていただきました。４年後に

は東京でオリンピック・パラリンピックがあります。多くの外

国からのお客様がおいでになるでしょう。おもてなしの心を育

て、相手も自分も楽しい思いになるようにしていきましょう。 
 

健康診断が終わり、虫歯の治療をお願いしているところです。歯は一生使うものですし、もう生え替わ

ることもありません。早めの治療をお願いします。また、今月視力の再測定をおこないます。視力が急に

落ちてきたお子様は、一度、眼科の受診をお願いします。（ 問い会わせ 保健室 ） 

  

ハンセン病の元患者の方と弁護士の方に来校いただき、人権の大切さや差別の恐ろしさにつ

いて語っていただきました。お話の中には、小学校６年生の時にハンセン病と診断をされ、先

生から「学校に来なくてもよい」といわれたこと、その後、友達も遊びに来なくなったこと、

透明人間のようになって、いてもいなくても何も変わらないこと。そして故郷を離れ施設での

生活が始まったこと。今も元患者と知られることを恐れている。想像できないような差別。「ふ

るさと」は懐かしい場所ばかりではないというお話をしてださいました。「勉強できるときにた

くさん勉強してください」というメッセージを生徒は重く受け止めたことと思います。 
 

来年度の生徒会役員選挙が行われました。２年生４名、１年生３

名が立候補し、全員信任を得ることができました。これからは、

生徒の代表とし校内だけでなく校外活動でも活躍に期待します。

よりよい学校生活ができるように活動していきましょう。 


